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日本行動計量学会事務局
〒106-8569
東京都港区南麻布4-6-7
統計数理研究所 馬場研究室内
Tel 03-5421-8739（直通）
Fax 03-5421-8796

産業界と学会の交流の場

朝野熙彦
本学会は2005 年に第 33 回大会が開かれますの

で、設立以来なんと3分の1世紀が経ちます。近年
は何かというと産学協同や社会貢献がアカデミズム
の世界に求められる時代になりましたが、本学会は
発足時から開かれた学会であり、社会への実践を重
視してきた学会であったと思います。

ところで小生の専門であるマーケティングも、
学際的かつ課題解決志向であり、産業活動と強く結
びついた分野です。マーケティングでは顧客の価値
創造などという、単一の学問だけではカバーできそ
うもない問題を扱っています。そこで、ここでは
マーケティングと学会、そして産学連携について考
えてみたいと思います。

日本行動計量学会の発端となった「行動計量学
シンポジウム」が始まったのが1969年。この会が計
量的研究について意見を交換しあう場であることに
当時、実社会に入ったばかりの小生はわくわくする
ものを感じました。1972年の第4回行動計量学シン
ポジウムでは、飽戸弘、池田央、岩坪秀一、岡太彬
訓、上笹恒、丸山久美子、柳井晴夫などキラ星のよ
うな先生方が発表者あるいは指定討論者として登壇
されておいででした。3分の1世紀も前なのですか
ら、諸先生もいくらかお若かったはずなのですが、
なぜか当時からずっと錚々たる碩学のイメージは変
わりません。

41件の発表の内、マーケティングに関連する発
表はライフスタイルのクラスター分析の1件だけで
あり、それも社会学における類型研究として行われ
たもので純粋なマーケティング研究ではありません
でした。翌1973年には第1回日本行動計量学会大会
が開かれました。セッションは「理論関係」「パター
ン認識関係」「法律・政治・経済関係」「医学関係」「評
価関係」「エコロジー関係」の6つで、粗いくくりで
はありますが、当時の学会における主要な応用領域
がうかがえます。合計52件の発表中マーケティング
と銘打った発表はゼロでした。しかし居住地区と観
光地間の引力の研究発表が1件あり、マーケティン
グで有名な商業立地決定のためのハフモデルと同じ

問題を扱っていました。ハフの引力モデルは、その
後のMCIモデルや質的選択モデルの源流となってい
ます。

その後の大会では 1980 年代から徐々にマーケ
ティングの研究が発表されるようになりました。し
かし大会プログラムでは、マーケティングが調査と
同じであるかのように扱われたり、なぜか社会調査
の一部とみなされたり、という時代が長く続きまし
た。

大会でマーケティングと銘打ったセッションが
始まったのが1998年からで、その後は毎年のように
マーケティングのセッションが開かれ、また大会以
外でもマーケティングに関係したシンポジウムが開
かれるようになりました。2004年の大会は特別セッ
ションと一般セッションの2セッションが組まれた
という意味で、マーケティング関係者にとっては画
期的な年になりました。

学会の草創期から、毎年の大会には企業のマー
ケティング部門の方とか、調査会社の方、広告会社
の方々が大勢参加されてきました。学会のシーズを
産業界のニーズに結びつける交流の場として、本学
会の大会は貴重な機会となっています。アカデミア
ンにはピンと来ないかもしれませんが、産業界の実
務家はこの3分の1世紀に、日本行動計量学会の大
会を通じて数量化理論、MDS、コンジョイント分析、
因子分析、SEMなどの方法論とその適用法を学んで
きたのです。大会だけが情報源の全てとは言いませ
んが、なにしろ著名な先生の講演がライブで聞けた
り、研究の専門家にユーザーが直接質問できる機会
があるわけですから、インパクトが大きいのです。
つまり学会の大会とは研究発表の場であることは当
然ですが、研究者の社会貢献の場でもあり、研究者
から産業界への知識移転の機能も併せ持っていると
いえましょう。

様々な企業からは、いつも賛助金や広告や出展
を通じて大会運営に貢献をいただいております。小
生も賛助金集めのお手伝いをした経験があり、企業
からのご支援には心から感謝しています。しかし企
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業に対しては資金的なサポートだけを期待している
わけではありません。企業に所属されている会員諸
兄の方を通じて、日本や世界の産業がかかえている
今日の課題や、企業の新鮮なニーズを行動計量学に
示してくださることも貴重な情報といえます。その
意味で、産業界は学会にとって重要なステークホル
ダーだと考えるべきではないでしょうか。

産業界と学会、それぞれが助け合ってコラボレ
イティブに進化していく、そういう関係が望ましい
のだろうと思います。

（あさの ひろひこ，首都大経営学系，
日本行動計量学会理事）

第33回大会のお知らせ

今年度の大会は8月26日（金）～29日（月）ま
で新潟県長岡市の長岡技術科学大学にて開催しま
す。例年より若干早めの8月中の開催となります。今
大会は「知識社会におけるデータの科学」をテーマ
として開催します。一般研究発表のほか、会員の皆
様からの企画による「会員企画セッション」も募集
しています。この他、大会企画セッション、基調講
演、シンポジウム、特別講演などを企画しています。
参加・発表申し込み等詳しい情報については下記
Webページをご覧ください。たくさんの会員の皆様
のご参加と多様な研究発表をお待ちしています。

会期：8月26日（金）～29日（月）
（26日はチュートリアルセミナー）

基調講演1：石黒浩氏（大阪大学）「先端知能ロボッ
ト：人と情報システムの相互作用」

シンポジウム：「因果は本当に証明できるのか？」
シンポジスト：一之瀬正樹（東京大学）、繁桝算

男（東京大学）、植野真臣（長岡技術科学大
学）、狩野裕（大阪大学）

司会：繁桝算男（東京大学）
指定討論者：椿広計（筑波大学）

特別講演：長島忠美氏（旧山古志村村長）
「大震災を乗り越えるために」

発表申し込み締め切り：平成17年 6月 10日（金）
（延長しました）

発表原稿締め切り：平成17年 6月 30日（木）
大会Web ページ：http://oberon.nagaokaut.ac.jp/bsj/

index.htm

お問い合わせ先：
〒940-2188 長岡市上富岡町1603-1
長岡技術科学大学
マルチメディアシステムセンター 永森正仁
Tel: 0258-47-9364, Fax: 0258-47-9840
E-mail: bsj-all@oberon.nagaokaut.ac.jp

植野真臣

（大会実行委員長：長岡技術科学大学）

第33回大会

チュートリアルセミナー

8月26日から29日に長岡技術科学大学にて開催
される日本行動計量学会第33回大会初日に、以下の
内容でチュートリアルセミナーを開催いたします。
奮ってご参加下さい。

日時：2005年 8月 26日 1PM～5PM
会場：長岡技術科学大学
講師：Wolfgang Gaul（University of Karlsruhe 教授）
題目：WEB MINING & e-INTELLIGENCE
主催：日本行動計量学会運営委員会
オーガナイザー：岡太彬訓，山口和範

本チュートリアルセミナーについての詳しい案
内は、同封のビラにあります。多数の皆様のご参加
をお待ちしております。

統計関連学会連合の発足

１．統計関連学会連合が、第1回統計関連学会連合
理事会（2005年2月4日）において正式に発足し
ました。構成する6学会および各学会からの理事
は以下の通りです（表記の順序は学会名の50音
順による）。

応用統計学会： 清水邦夫，廣津千尋
日本計算機統計学会： 垂水共之，道家暎幸
日本計量生物学会： 丹後俊郎，岩崎　学
日本行動計量学会： 馬場康維，岡太彬訓
日本統計学会： 山本　拓，竹村彰通
日本分類学会： 矢島敬二，林　篤裕

２．第1回理事会において、理事長選挙が行われ、理
事互選により理事長に廣津千尋氏が選出されま
した。（2月4日の統計関連学会連合発足時の日本
統計学会からの理事は、藤越康祝、国友直人の両
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氏であったが、第2 回統計関連学会連合理事会
（2005年3月24日）で上記のようになりました。
日本統計学会の役員の交替に伴うものです。）

３．統計関連学会連合の英語名はJapanese Federation
of Statistical Science Associationsとなりました。

４．各学会の会員数に基づいて会費（年間）が以下
のように決定されました。500名未満:2万円、500
名以上1000名未満:3万円、1000名以上:4万円

５．2005年度統計関連学会連合大会（2005年9月12
日～15日）が広島において、応用統計学会、日
本計量生物学会、日本統計学会の3学会の主催の
もとに開催されます。大会時に企画セッション

「統計関連学会の今後を考える」が予定されてい
ます。

６．統計関連学会連合ホームページが近く開設され
る予定です。ホームページの管理運営にはWeb
管理委員会（第2回理事会で発足した。）があた
ります。

７．統計関連学会連合としての事業を行うため、第
2回理事会で事業委員会を設けることが決定され
ました。

（馬場康維・岡太彬訓）

運営委員会からのお知らせ

★2005年度小グループ研究会・地域部会

応募結果
2005年度小グループ研究会・地域部会応募結果

として次の3つの研究会（継続2、新規1）が採択さ
れました。
＜継続＞
○岡山地域部会（代表：森 裕一、連絡先：岡山理科

大学総合情報学部社会情報学科、〒700-0005 岡
山市理大町1-1、Phone & Fax: 086-256-9652、
E-mail: mori@soci.ous.ac.jp）

○東北行動計量学研究会（代表：海野通郎、連絡先：
東北大学大学院文学研究科行動科学研究室、〒
980-8576（仙台市青葉区川内）、Phone: 022-217-
6035、Fax:022-217-5972、
E-mail: umino@sal.tohoku.ac.jp）

＜新規小グループ研究会＞
○社会調査研究部会（代表：城川美佳、連絡先：東

邦大学医学部公衆衛生学講座、〒143-8540 大田
区大森西 5-21-16、Phone: 03-3762-4151（ext.
2415）、Fax: 03-5493-5417、
E-mail: pubhmika@med.toho-u.ac.jp）

2004年度小グループ研究会・

地域部会の活動記録

☆「地理学における多次元尺度構成法の応用」

についての研究会活動報告

代表者：今泉 忠
地理学における多次元尺度構成法は1960年代か

ら利用されていたが、1990年代はあまり活用されて
いなかった。しかし、非対称尺度構成法の発展、地
理的距離のみではなく、時間的距離や認知距離への
応用などで着目されている。これを、応用の面から
研究し広く情報を提供することを計画し、平成15年
度～平成16年度の2年に渡って研究部会として開設
し、Webページ開設、研究報告会開催活動、大会発
表などを行った。
活動内容
1. Webページ開設
2. 研究分野や応用に関しての情報を提供するために

Webページを開設、運用している。
url http://stat.tama.ac.jp/Society/

MDSandGEOGRAPHY/
3. 研究報告会開催
4. 報告件数は4件で出席者数は15名であった。
5. 日本行動計量学会大会特別セッションでの発表

5編の発表があり、新しい応用に関して活発な討
議が行われた。

6. 和文誌「行動計量学」への投稿を計画し論文を作
成中である。

代表連絡先：今泉 忠 imaizumi@tama.ac.jp

☆「岡山地域部会」

代表者：森 裕一
岡山県およびその近隣地域の行動計量学に関す

る研究と研究者間の人的交流を積極的に行うべく、
3年目である本年度も下記のように計5回の研究会

（第10～14回）を開催した。これまでと同様、研究
会は、岡山統計研究会との共催とした。

第10回（2004.6.19、地域分析と社会調査）は、田
中 潔先生（岡山商科大）にコーディネイトしていた
だき、岡山県の生活行動圏や商圏の話題と調査票の
問題について講演・討議をした後、社会調査士につ
いて情報交換を行った。第11回（2004.9.25、保健福
祉分野・情報工学分野における行動計量）は、吉長
裕司氏（三井造船）にコーディネイトしていただき、
テーマに関する4件の講演の後、「保健福祉分野・情
報工学分野における理論と実践－研究と現場の関わ
りについて－」と題したシンポジウムを行い、討論
を行った。第12回（2004.11.27、Information Visual-
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ization and Related Issues）と第13回（2004.12.11、
Visualization, Statistical Software and Interactive
Graphics）は、来日中であった外国人研究者を招き、
Visualizationをテーマに講演会をもった。第12回で
は、Chun-Houh Chenをメインに計4本の講演、第13

. .. .. .. .. .
回では、Jurgen SymanzikとDan Carrをメインに計5
本の講演と総合討論を行った。最後の第 1 4 回

（2005.3.19、データの分析手法とその応用）では、こ
れまでと同様、若手を育てることを目的に、院生を
中心とした学生セッションを設け、学生7名の発表
に対して、優秀賞1名とプレゼン賞1名を表彰した。
また、全体レクチャーでは、森 裕一（岡山理科大）
が講演を行った。

岡山地域部会のWebページは、
http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/で、研究会の
予定に加え、各講演の発表資料なども公開してい
る。

代表連絡先：岡山理科大学総合情報学部
社会情報学科
〒700-0005 岡山市理大町1-1
Phone & Fax: 086-256-9652
E-mail: mori@soci.ous.ac.jp

☆「東北行動計量学研究会」

代表者：海野道郎
今年度は、次年度に行うシンポジウムに向けて、

準備を進めた。
本研究会はメンバーシップを閉ざした組織では

ないが、その中心的メンバーは、21世紀COEプロ
グラム「社会階層と不平等研究教育拠点」の代表者
や事業推進担当者などでもある。そこで、この状況

（制約でもあり機会でもある）を活かした活動の可
能性について、複数の案を挙げて検討を行った。し
かし、単一の案に絞りきるには至らなかった。なお、
上記のような活動だったため、会議費や謝金などの
経費は必要としなかった。そこで、学会本部からい
ただいた援助金は、全額を返還させていただいた。

代表連絡先：海野道郎 umino@sal.tohoku.ac.jp

行動計量講演会報告

2005年2月23日（水）（15:30-17:00）に、統計数
理研究所講堂において、イングラム・オルキン教授

（Ingram Olkin）による行動計量講演会が開催された。
講演のタイトルは「統合化のための統計的手法とそ
の歴史」（Meta-analysis: History and statistical issues for
combining the resutls of independent studies）」で、柳

第8回春の合宿セミナー報告

2005年3月22日（火）～3月24日（木）の3日
間、東邦大学習志野キャンパスにおいて、第8回春
の合宿セミナー（主催：日本行動計量学会運営委員
会・共催：東邦大学理学部情報科学科）が開催され
ました。全国から、186名（講師・スタッフを除く）
の参加者があり、盛況のうちに無事終了いたしまし
た。

合宿が前提の本セミナーですが、あいにく適当
な宿泊施設をご用意することができませんでした。
そのかわり、開催場所が都心からでも通えるという
こともありますので、1日だけの参加も可能なよう
にプログラムをくみ、なおかつ、各コースごとに 1
日ずつたっぷりと時間をとることとしました。ま
た、合宿セミナーの本来の趣旨に沿うよう、初心者
の方がはじめから学べる内容となるようにし、計算
機実習室を利用した実習形式のセミナーも開催いた
しました。

なお、参加者186名のうち、18名の方に、これを
機会にご入会いただきました。また、学生の方の参
加者数は、70名でした。多くの方に、ご入会いただ
けましたのも、魅力的な内容で講義をしてくださっ
た講師の先生方のおかげと思います。この場をお借
りしてお礼申し上げます。

企画担当：菊地賢一（東邦大学）

井晴夫氏（大学入試センター）司会のもとで行われ
た。オルキン氏は米国のスタンフォード大学の統計
学科に所属し、これまで広く統計手法に関する論
文、著書を発表している世界的に著明な統計学者で
ある。メタ・アナリシスの理論と応用に豊富な知識
と経験を有し、研究活動とともに教育活動も活発に
行ってきておられる。今回は、メタ・アナリシス統
計手法として効果の指標の統合化に関する異なった
測定法、ノンパラメトリック手法、さまざまなバイ
アスの問題を中心に、メタ・アナリシスの歴史や行
動科学や教育分野などでの応用例などを示しなが
ら、幅広い視点からの講演がなされた。

参加者は20名ほどであったが、熱心に聴講され、
講演終了後、活発な質疑応答がなされた。

文責：山岡和枝
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関連学会等カレンダー

※注意：本コーナーの情報は、幅広い専門分野にわ
たる会員の皆さまに、なるべく多くの催し物の存在
をお知らせするために編集担当側で収集・要約した
ものです。プログラムや参加方法については、必ず
各催事末尾に掲載の「照会先」にご確認下さい。

＜学会大会等＞
☆ 日本マーケティング・サイエンス学会

第77回研究大会
会　期：2005年 6月 11日（土），12日（日）
会　場：東北大学経済学部（川内キャンパス）
照会先：学会事務局

〒530-0005 大阪市北区中之島6-2-27
中之島センタービル31F
Tel: 06-6448-7888, Fax: 06-6448-1073
E-mail: JIMS_Osaka@yahoo.co.jp
http://www2.econ.osaka-u.ac.jp/̃nakajima/jims/

index.html

☆ 第20回日本保健医療行動科学会学術大会
会　期：2005年 6月 25日（土），26日（日）
大会長：楡木満生（立正大学教授）
会　場：立正大学

（〒141-8602 東京都品川区大橋4-2-16）
照会先：日本保健医療行動科学会事務局

Tel: 047-332-0726, Fax: 047-332-5631
常設事務局http://homepage1.nifty.com/jahbs/
開催案内 ht tp : / / homepage1 .n i f ty . com/ jahbs /

taikai20.html

☆ 第37回日本医学教育学会大会
会　期：2005年 7月 29日（金），30日（土）
大会長：加我君孝

（東京大学医学教育国際協力研究センター長）
会　場：東京大学本郷キャンパス（東京）
照会先：東京大学医学教育国際協力研究センター内

第37回日本医学教育学会大会事務局
Tel: 03-5841-3583, Fax: 03-5802-1845
常設事務局http://jsme.umin.ac.jp/
開催案内http://jsme37th.umin.jp/
E-mail: ik-office@umin.ac.jp

☆ 日本認知科学会第22回大会
会　期：2005年 7月 29日（金）～31日（日）
会　場：京都大学百周年時計台記念館

（京都大学吉田キャンパス本部構内）
照会先：大会実行委員会事務局

〒606-8501 京都市左京区吉田本町
京都大学大学院情報学研究科乾研究室内
E-mail: jcss2005-org@cog.ist.i.kyoto-u.ac.jp
Tel: 075-753-3146（担当：野田）, Fax: 075-753-3292
常設事務局http://www.jcss.gr.jp/
開催案内 http://www.cog.ist.i.kyoto-u.ac.jp/JCSS2005/

☆ 日本テスト学会第3回年次大会
会　期：2005年 8月 18日（木），19日（金）
会　場：早稲田大学国際会議場（西早稲田キャンパス）
照会先：日本テスト学会ホームページ

URL: http://www.jartest.jp/

☆ 日本心理学会第69回大会
会　期：2005年 9月 10日（土）～12日（月）
会　場：慶應義塾大学三田キャンパス
照会先：大会ホームページ

http://db1.wdc-jp.com/jpa/ps2005/jp/
E-mail: jpa2005@bunken.co.jp大会ヘルプデスク

☆ 2005年度統計関連学会連合大会
会　期：2005年 9月 12日（月）～15日（木）
会　場：広島プリンスホテル

〒734-8543 広島県広島市南区元宇品町23-1
主　催：日本統計学会・応用統計学会・日本計量生物

学会
協　賛：日本分類学会・日本行動計量学会・日本計算

機統計学会
プログラム：コンペティション講演，企画セッション，

特別講演，チュートリアル・セッション，市民講
演会，一般講演

企画セッションのテーマ： 1.「科学的な推論の形式と
してのBayes統計」，2.「がん臨床試験における統
計学の新展開と応用」，3.「保険とファイナンスに
おける統計的リスク管理問題」，4.「政府統計制度
の再構築に向けて」，5.「アレイデータ解析周辺に
みる新しい統計的視点」，6.「統計関連学会の今後
を考える」，7.「幾何学的形態測定学における統計
学」

大会参加費（報告集代を含む）：
会員（主催，協賛の6学会の会員）：5000円
学生（会員・非会員を問わず）：2000円
それ以外の非会員：10000円

（事前申し込みと参加費予納により500円の割引有
り）

照会先：連合大会ホームページ
URL: http://www.jfssa.jp/taikai/

☆ 第40回数理社会学会大会
会　期：2005年 9月 14日（水），15日（木）
会　場：同志社大学
照会先：学会ホームページ

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/index.html

☆ 日本教育心理学会第47回総会
会　期：2005年 9月 17（土）～19日（月）
会　場：北海道浅井学園大学（北海道江別市）
照会先：日本教育心理学会第47回総会準備委員会

〒069-8511 北海道江別市文京台23番地
北海道浅井学園大学内
Tel: 011-387-3904, Fax: 011-387-3792（共同研究室）
E-mail: kyoshin47@asaigakuen.ac.jp
http://www.asaigakuen.ac.jp/kyoshin47/index.html
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☆ 2005年社会心理学会大会（第46回大会）
会　期：2005年 9月 24日（土），25日（日）
会　場：関西学院大学B号館およびE号館（西宮市）
照会先：日本社会心理学会第46回大会準備委員会

〒662-8501 西宮市上ヶ原一番町1-155
関西学院大学社会学部内
Fax: 0798-54-6408, E-mail: jssp2005@kwansei.ac.jp
http://syass.kwansei.ac.jp/jssp2005/

＜シンポジウム・研究集会・講演会等＞
☆ 第49回日本社会心理学会公開シンポジウム

日　時：2005年 6月 11日（土）14:00～ 17:00
会　場：琉球大学法文学部新棟215教室
テーマ：住みよい環境のあり方を探る

―社会心理学的アプローチ―
照会先：日本社会心理学会ホームページ

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jssp/index.html

☆ 東京大学21世紀COE基礎学力研究開発センター

第4回国際シンポジウム「基礎学力－政策課題と

教育改革」Core Academic Competences: Policy

Issues and Educational Reform
日　時：2005年 7月 23 日（土），24日（日）
会　場：国連大学エリザベス・ローズ会議場

（東京青山）
照会先：東京大学大学院教育学研究科

基礎学力研究開発センター
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1
Tel: 03-5841-1398, Fax: 03-5841-1400
E-mail: coe@p.u-tokyo.ac.jp

☆ 日独分類会議The Japanese-German Joint Sym-

posium on Classification―大量データの分析と分

類のイノベーション―
（2005年German Year in Japanでの日本におけるドイツ
との文化・学術などの交流に合わせた、日本分類学会
およびドイツ分類学会の共同事業。日本行動計量学会
協賛。）
日　時：2005年 9月 1日（木）～3 日（土）

（8月31日にはチュートリアル・セミナーも開催予
定）

会　場：多摩大学ルネッサンスセンター
（品川インターシティ27F）

議　長：日本分類学会会長矢島敬二（東京理科大学経
営学部）

照会先：日独分類会議事務局今泉忠
〒206-0022 多摩市聖ヶ丘4-1-1
多摩大学経営情報学部
Tel: 042-337-7157, Fax: 042-337-7103
E-mail: imaizumi@tama.ac.jp
http://stat.tama.ac.jp/jgsc2005/OverView_html

☆ 第21回ファジィシステムシンポジウム

―しんせんなシステムへ―
日　時：2005年 9月 7日（水）～9日（金）
主　催：日本知能情報ファジィ学会（SOFT）
協　賛：日本行動計量学会（予定） 他
会　場：電気通信大学情報システム学研究科（IS）棟，

西5号館
照会先：シンポジウムホームページ

http://fss2005.tlab.is.uec.ac.jp/index.php?FrontPage

☆ 2005年度統計関連学会連合大会市民講演会
日　時：2005年 9月 12日（月）17：00～ 19：00
会　場：広島プリンスホテル2F（部屋名：瀬戸内）
テーマ：「原爆被爆者における放射線被爆線量と健康・

寿命の関係．統計的解析方法と結果」
講演者：Dr. John Cologne（放射線影響研究所，統計部

副部長）（講演は日本語で行われます。）
参加費：無料
照会先：連合大会ホームページ

URL: http://www.jfssa.jp/taikai/

＜チュートリアル・セミナー等＞
☆ 2005年度統計関連学会連合大会

チュトリアル・セッション
日　時：2005年 9月 12日（月）13：30～ 16：30
会　場：広島プリンスホテル
主　催：日本統計学会・応用統計学会・日本計量生物

学会
プログラム：下記の2セッションを並行開催。

1.「Rによる経済・経営データの分析」
オーガナイザ：西郷浩（早稲田大学）
講演者：山本義郎（東海大），安川武彦（金融

工学研究所）
2.「疫学研究のデザイン入門」

オーガナイザ：上坂浩之（日本イーライリ
リー）

講演者：未定
照会先：連合大会ホームページ

URL: http://www.jfssa.jp/taikai/
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10. 提出書類：
1. 履歴書（本学所定の様式による）
2. 教育研究業績等一覧（本学所定の様式によるこ

と。なお、別刷、参考資料等を必ず添付のこ
と。）

3. 研究に関する抱負（1,000字程度）
11. 応募書類の提出先：

〒673-1494 兵庫県加東郡社町下久米942-1
兵庫教育大学 梶田叡一宛

（封筒に「教育・社会調査研究センター教員応募書
類在中」と朱書きすること。）

12. 照会先：兵庫教育大学総務部総務課
人事・労務チーム
Tel: 0795-44-2012

13. 教員公募に関するHPアドレス（所定応募書類様式
ダウンロード可）：
http://www.office.hyogo-u.ac.jp/gen/jinji/doc/kobo/

kobo.html

☆ 熊本大学文学部
1. 部署：総合人間学科認知心理学
2. 職名・人員：教授1名
3. 求める人材：実験心理学の中で、視知覚領域を含め

幅広い対象領域の教育・研究の実績があり、心理
学実験プログラミングの作成及び指導ができる方。
心理統計学の指導ができることが望ましい。

4. 担当授業等：心理学概論、心理学研究法、心理学実
験、心理学特殊講義、心理行動学演習（専門教育）、
心理学の探究（教養教育）等。

5. 応募資格：(1)着任時、50歳以下の方。以下の(2)ある
いは(3)のいずれかの条件を満たす方。 (2)博士の学
位及び査読論文2編以上を有し、過去5年間に論文
または学術的著述5編以上を有する方。 (3)査読付き
論文2編を含む論文・学術的著作が15編以上あっ
て，過去5年間に5編以上ある方。

6. 採用予定日：平成17年 10月 1日
7. 応募締切日：平成17年 6月 30日（必着）
8. 照会先：〒860-8555 熊本県熊本市黒髪2-40-1

熊本大学文学部総合人間学科教授 渡辺功
E-mail: watanabe@let.kumamoto-u.ac.jp
Tel & Fax: 096-342-2844

☆ 筑波大学大学院人文社会科学研究科
1. 所属：人文社会科学研究科社会科学専攻社会学分野
2. 職名・人員：助教授1名
3. 教育担当：第一学群社会学類人文社会科学研究科

社会科学専攻
4. 専門分野：近現代日本を中心とする歴史社会学（社

会調査実習も担当できる者）
5. 応募資格：(1)博士課程修了者またはそれと同等以上

の研究・教育能力を有すること (2)応募時において
原則として40歳以下であることが望ましい

6. 採用予定日：平成18年 1月
7. 応募締切日：平成17年 7月 10日（消印有効）
8. 照会先：〒305-8571 茨城県つくば市天王台1-1-1

筑波大学大学院人文社会科学研究科
社会科学専攻教授 土井隆義
Tel: 029-853-4247（社会学研究室）
Fax: 029-853-4098

公募・求人情報

本コーナーでは計量的手法や社会調査、統計学
と関係が深いと思われる公募を中心に、公募情報を
抜粋して紹介します。以下の公募は、応募期限の早
い順に並んでいます。公募情報の詳細については、
公募元にご確認下さい。

なお、研究者の公募情報は、例えば独立行政法人
科学技術振興機構の「研究者人材データベース

（JREC-IN）」で参照することができます。URLは下
記の通りです。ご活用をお勧めします。

http://jrecin.jst.go.jp/
以下には上記JREC-INに含まれていない公募情

報も掲載されている場合があります。原則として、
本学会に直接広報依頼のあった公募については詳細
に情報を記載します。

☆ 東洋大学社会学部
1. 部署：社会学部社会文化システム学科
2. 職名・人員：専任講師または助教授または教授1名
3. 専攻分野：文化人類学
4. 担当授業科目： 学部担当科目：人類学、文化人類学、

地域研究、社会文化システム概論、社会文化シス
テム論演習、社会調査および実習
※これ以外に、研究業績内容に相応しい学科専門
科目、第2部社会学科（夜間部）、大学院科目を担
当していただくこともあります。

5. 応募資格：(1)大学院修士課程修了者またはこれと同
等以上の研究歴を有する方で、担当科目に関する
教育・研究上の能力を有すること。 (2)専攻分野に
ついて、講師の場合論文3点以上、助教授の場合論
文5点以上、教授の場合著書1点・論文7点以上（そ
のうち過去5年間に公刊された著書1点または論文
が3点以上）有すること。 (3)博士号取得者が望まし
い。 (4)年齢：着任時30～45歳程度の方

6. 採用予定日：2006年 4月 1日
7. 応募締切日：2005年 6月 18日
8. 照会先：〒112-8606 東京都文京区白山5-28-20

東洋大学社会学部社会文化システム学科主任
大畑裕嗣
E-mail: ohatah@soc.toyo.ac.jp, Fax: 03-3945-7626

☆ 兵庫教育大学人文学部
1. 所属：教育・社会調査研究センター
2. 職名：助教授
3. 任期：平成22年 3月 31日まで
4. 年齢：35歳以上
5. 職務内容：主として教育・社会調査データ収集、調

査企画・実施・分析を担当する。
6. 応募条件：(1)大学院修士課程修了以上の者で、教育

社会学またはそれに近い分野で実地調査を含め実
証的研究の実績を有する者。 (2)社会調査に関する
データ解析ができる者が望ましい。

7. 勤務場所：兵庫教育大学（兵庫県加東郡社町）
8. 採用予定日：平成17年 10月 1日
9. 応募締切日：平成17年 6月 20日（当日消印有効）
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編集後記
今号は、大会前に発行される最後の会報になり

ます。また、チュートリアルセミナーのご案内も同
封予定です。皆様、ふるってのご参加をお待ちして
おります。

今号を作成するにあたり、会員の方々から、いろ
いろな情報をいただきました。会員の方が出版され
た著書や、関連学会の大会、シンポジウムの案内な
ど、会報に掲載すべき記事がございましたら、ぜひ
とも情報をお寄せください。（もちろん、ご本人の関
係される大会や著書でもかまいません。）

会報原稿送付先
皆様からの情報をお待ちしております。

〒274-8510 千葉県船橋市三山2-2-1
東邦大学理学部情報科学科
菊地賢一 kikuchi@is.sci.toho-u.ac.jp
TEL & FAX: 047-472-1182

題字：林知己夫
会報作成担当：菊地賢一・前田忠彦・西山悦子

日本行動計量学会会員数
（2005年5月25日現在）

正会員 1034名
準会員 94名
名誉会員 6名
賛助会員 17社

学会誌論文投稿先
学会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。

和文誌「行動計量学」
和文誌編集委員会では、審査プロセスの迅速

化、省力化のため、今後、以下の方針で作業を進
めたいと思っていますので、ご協力ください。

例えば、投稿論文の審査プロセスの迅速化を念
頭におき、投稿者は編集委員会へ論文のハードコ
ピーを4部提出することになっていたが、ハード
コピー（少なくとも1セット）を郵送するととも
にPCファイル（できればword形式）を電子メイ
ルに添えつけ提出することに御協力願います。審
査過程も、メイルの活用で迅速化したいと思って
います。

投稿論文の内容の審査に関しては、重要な点に
関して明白な数学的誤謬があったり、多重投稿や
アイデアの優先権や著作権に問題がない限り、多
少粗削りでも、どこかに時代の先端を切り拓く研
究発展への萌芽を持っているものを歓迎したいと
思います。また、新たなデータ採集や方法論の報
告だけでなく、現状の広義の統計関連分野を批判
して、新しい時代へ導く木鐸を鳴らす檄文も歓迎
いたします。
論文送付先
〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7
文部科学省統計数理研究所内
「行動計量学」編集委員長 吉野諒三
e-mail: yoshino@ism.ac.jp

欧文誌「Behaviormetrika」
〒153-8902 東京都目黒区駒場3-8-1
東京大学大学院総合文化研究科生命環境科学系
欧文誌編集委員長
繁桝算男
kshige@bayes.c.u-tokyo.ac.jp

入会手続き
学会では新入会員を広く募っています。詳し

くは、下記までお問い合わせください。

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19
（株）国際文献印刷社内
日本行動計量学会係

電話：03-5389-6209
FAX：03-3368-2822
E-mail：bsj-post@bunken.co.jp
担当：貞明靖教（さだみょう・やすのり）

日本行動計量学会Webページ
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html

第 33回大会Webページ
http:/ /oberon.nagaokaut.ac. jp/bsj/
index.htm

会員の著書等

☆ 丸山久美子『犯罪心理学特講―実存的極限状況の
心理』ブレーン出版，2005年．

☆ 松原 望[編]『統計学100 のキーワード』弘文堂，
2005年．

☆ 宮原英夫・折笠秀樹[監訳]『実践医学統計学』朝倉
書店，2005年．

☆ 永田 靖『統計学のための数学入門30講』朝倉書
店，2005年．

☆ 数土直紀・今田高俊[編]『数理社会学入門 数理社
会学シリーズ(1)』勁草書房，2005年．


